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  〔千葉医学　89：230， 2013〕 
　千葉医学雑誌第89巻 5号をお届けします。本
号にはOpen Access Paper（Case Report） 1
編，千葉医学会奨励賞 1編，猪之鼻奨学会報告書
3編，症例報告 2編，話題 2編，海外だより 1
編，学会の例会報告 3編が掲載され，盛りだくさ
んの内容となっております。Open Access Paper
（Case Report）は石出先生により，「難治性冠攣
縮性狭心症に対してβ1受容体作動薬が有効で
あった症例」が報告されています。千葉医学会奨
励賞を受賞された研究は，宮城先生により報告さ
れ，「慢性腰痛メカニズム解明と新規治療開発」
に関するもので，腰痛に悩む多くの人々（筆者も
含む）には朗報となる可能性があります。猪之鼻
奨学会報告書は 1）谷口先生による「抗体産生の
メカニズムに関する免疫学的研究」， 2）八巻先
生による「腫瘍の悪性化機序に関する研究」， 3）
根本先生による「縮環性有機分子の効率合成法に
関する研究」です。どの研究も充実した内容のも
のであります。症例報告の 1例目は松浦先生らに
よる，「肝外胆道閉塞を伴い頭蓋内出血で発症し
たAlagille症候群の1例」， 2例目は牧野先生ら
による，「合流部嵌頓結石に対する腹腔鏡下胆嚢
摘出術の 1例」です。話題は 2編で，杉田先生ら
による「医学用語語源対話Ⅲ」で，興味深い内容
でした。 2編目は松永先生による「第20回小学館
ノンフィクション大賞」への道で，内容が非常に
重く，大賞を受賞された作品を是非拝見したいと
思いました。海外だよりは野島先生による「感謝
のシンシナティ留学記」で，研究に没頭する姿と
留学生活を楽しんでいる姿が生き生きと写されて
います。学会の例会報告は細胞治療内科，呼吸器
外科，泌尿器科による 3編で，活発で，充実した
研究環境が窺えます。いずれの報告も諸先生方の
意気込みが伝わってくる力作で，是非とも御一読
の程宜しくお願い申し上げます。
　現在，千葉大学あるいは国立大学法人を取り巻
く環境は極めて流動的で，厳しさを増していま
す。日本国自体も同様の状態であり，近隣諸国と
の軋轢のみならず，欧州諸国の経済破綻，中東地
域における紛争に伴う世界的な混乱も世界を覆い
つつあります。世界は益々混沌となり，どのよう
な方向に向かっているか，またどのように進むべ
きかが分からず，不安で，将来を見渡せない昏い
迷妄な状態が続いています。
　最近，天文学の分野から驚くべき夢のある発見
が齎されました。地球の天文学的ご近所に，とは
云え13光年の彼方ですが，地球型の系外惑星（太
陽系に属していない惑星）が観測されました。近
年の天文機器の発達に伴い，太陽系外の多数の恒
星に数千を超える数の惑星が見つかっています。
大部分は木星型と云われる大型で密度の低い惑星
ですが，一部は表面温度も温暖で，水が存在する
可能性のある地球型の惑星が約900個認められて
います。多くの天文学者は，地球型の惑星には生
命が誕生する可能性は否定できないと考えていま
す。また，彼らは太陽系を含む銀河系内には地球
型の惑星が約170億個存在し，その中には生命を
育み，文明を発達させている可能性を持つ惑星が
数百万個存在しているとも考えています。その一
つが地球の近傍の恒星系に発見されたのです。ご
近所の系外惑星に生命が存在し，しかもある程度
の文明を発達させているか定かではありません
が，銀河系内に多数の文明が存在する可能性は高
くなっています。広大な宇宙は決して昏く，不毛
な場所ではなく，背景放射と呼ばれるマイクロ波
の光りと，生命に満ち溢れているのです。未来の
人類が地球外の文明に遭遇し，交流する様を想う
時，科学が齎した成果に感動し，科学する心が持
つ力に酔いしれることが出来ます。
　現在，老人医療に踠き，国内や世界情勢の混沌
に思い悩む身でありますが，不安な心を閉ざし，
出来うる限り明るく広い視野を持って，日々の医
療に真摯に取り組んで行きたいと願っておりま
す。
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